
5 6.林業機械の性能(小型可搬式機械)

1.試験担当者

本場機械化部機械科長 山酬三平ほか

2•試験目的

小形可撤檢械.すなわちチェーンソー・刈払模,植穴羯圈等の動力性能ほっいて計^分析をお 

こない,これらの墓礎データにもとづいて改轡,開発のための指針を取得し,実際に実行するこ 

とがこの研究の目的である〇

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

前尔度に:feいては,チェンソーに奘備しているソーチェーンは日行数回目立をしながら伐倒お 

よぴ切船断してい.るが,目立のたびにソーチェーンの切刃の芬さは,わず»、づつ婭かくなり,新 

品のときの切刃の長さを5/5 =1とした場合,4/5.5/5,2/5 ,1/5とへった場合の切削 

性能祀与える炒について,チ,パー形ソーナエーンについては,先年度その結果を報吿したと 

おりであるが,自動研f残のできるパワー,シャープナ形ソーチェーンについてその計側•分析を 

点こない核肘をくわえた〇

すなわち,チッパー形ソーチェーンの您!向と同榜,パワ"■.ンキープナ形ソーチェ_ンについて 

も,切刃の擬さが新品のとftから,だんだん短かくなると,その切削性能は浙次,低下すること 

を確題することができる〇 •

4. 昭和4 5年度の試験計画

次年度はとくにソーチェンの切削性能と・超小形チェンソーの鍋断性能については超小形チェ 

ンソーの錦断中の動力性能の渊定を行なう〇
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5 7• 林業機械の振動騒音

1.試験担当者

本場機棟化部德械科長 山脇一平ほか

〃 〃 作對RTH究室長 辻 隆道ほか

2•試験目的

林部働力不足をおぎなうための林槊機械の公害的なR窗としてとりあげられているチェンソ 

ソー,刈り払い檢,植え穴掘り槻の振動•數音の疑濟忙ついて,各朝の極肘をくわえ,とりわ 

け,考案改良された各機の比較検討をおこない,倍良機械の開発普及をはかることにより,この 

種の社会的公害の絮決祀貢献せしめるものである。

3.昭和4 4年度の経過とえられた結果

°作業科

4 °年度:全国の岡布・林の現输において使甲されているチェンソーについて,作業方法の而か 

らチェンソーの整備状況,目立の状況,切斷中におけるハント・ル部の振動溜定を行 

ない,整佛の您いものは按動も大きく,また目立の良否｝cよって振動も楽化するこ 

とをつきとめた。この料杳に芥づいて「チェーンソー伐木造材作券と機梯の操作整 

伽の実態渕布ならびに指導夢綱の作成」の報吿詳を捷出した。

41年度:ソーチェーンの目立を喪化させ,/際祀玉切中の蹒を測定し,目立と振動の関係 

を祥細K・解明した。

労伽生理学的な面から,振動の人休への伝播を検討しながら,振動と作業姿勢.作 

樂動作の関保を求めたe

4 2庆度：前年度忙弓|続暑冋じ研究を進めテータの蓄秋を行なった。それに基・づいて「ナエー 

ンソーの幣備離準」「ソーチェーンの目立養裙」を作成し.现埸作業員に対する教 

育忙役立たせた。

作業動尙ついては16爾フィルムから動作分析を行ない,これらの解明忆っとめ 

た〇

4 3年度:含年度はとくに作業姿勢に疝点をお巻,鰐断位饌と作樂姿勢.作痛發多と振勒の明 

侪を実際の丸太翅断動作を16臟で撮形し•人間工学的な注卷部項との関係を明ら
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